
本技術は空間の任意の場所から映像を表示可能な 

世界初の空中に浮遊する球体ディスプレイです 

内蔵したドローンにより空間のあらゆる場所に高解像度・大画面映像を表示可能 

航空力学及び重量の問題を残像ディスプレイで制御技術により解決 

残像ディスプレイを利用することで，非常に明るい透明感のある映像を表示可能 

今後は2018年度の商用化を目指し，さらなる高解像度・長飛行時間化に加え，群飛行や
自律飛行システムの開発も進め，実用的なシステムにしていきます． 

世界初！飛行可能な球体ディスプレイ 

浮遊球体ドローンディスプレイ 

本技術は残像ディスプレイとドローンを組み
合わせた技術で，空間の好きな場所に球形の
映像を表示できます。従来，大画面・高解像
度のディスプレイをドローンに搭載すること
は，ディスプレイがドローンの空流を阻害し
てしまう問題や重量の増加の問題があったた
め困難でした。そこで本技術では残像効果に
よってディスプレイを表示する技術を応用す
ると共に，LEDの回転の反作用を打ち消すよ
うに制御することで，空中を飛び回る球形の
ディスプレイを実現しました。 

本技術では，空間の好きな場所に非常に明る
い球形の映像を表示することができます。そ
のため，ライブやコンサートなどで空中を飛
び回るダイナミックな舞台演出や広告といっ
たことができます．また将来的には災害時に
ドローンで人を誘導するといったこともでき
るかもしれません．このように本技術は，撮
影や運搬といった一般的なドローンの用途と
は違う，新たなドローンの活用を切り開くこ
とができると考えています。 
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ライブで利用した場合のイメージ 

実際の飛行中の写真 
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